
主な記事

■真庭産業団地　　　　　   Ｐ�～
■市政トピックス　　　　　 Ｐ��～
■お知らせワイド版　　　　 Ｐ��～
■読者の広場　　　　　　   Ｐ��～　
■ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～

�月��日の湯原温泉・砂湯付近

市道・山生線（樫西・久世）

県道　富東谷―久世線（目木・久世）

市道　蟹川―土井線（下中津井・北房）

国道313号線（見尾・勝山）

上江川・勝山の崩落現場

�国道���号線（仲間・湯原）

日本列島に停滞した梅雨前線は、�月��、��

日にかけて強い雨をもたらしました。この

ため新たな土砂崩れが各地で発生。道路が

寸断されたことで、市内では、一時、���世帯、

���人の皆さん（危機管理室調べ：総数）が

孤立状態に陥りました。台風シーズンも近

づいています。引き続きご注意ください。



産業団地産 業 団 地

真
庭
真 
庭

　

若
者
の
定
住
、
雇
用
の
確
保
な
ど
産
業
の
振
興
は
、
豊
か
な
「 
杜  
市 
」

と 

し

づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。
真
庭
市
総
合
計
画
で
「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
地
域
資
源
の
一
つ
に
真
庭
産
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
地
域
経
済
を
発

展
さ
せ
「 
賑 
わ
い
」
の
カ
ギ
と
な
る
真
庭
産
業
団
地
と
は
、
ど
の
よ
う

に
ぎ

な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
上
空
か
ら
ご
覧
く
だ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

真庭産業団地上空から久世市街地を望む
写真提供：今瀧雅路さん（昨年��月撮影）
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真
庭
市
中
原
、
目
木
、
上
河
内
地
内
に

ま
た
が
り
立
地
す
る
岡
山
県
真
庭
産
業
団

地
は
、
米
子
自
動
車
道
久
世
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
中
央
に
、
北
側
と
南
側
へ
区
画

が
広
が
り
ま
す
。
面
積
は　

㌶
。
東
京
ド

��

ー
ム
が
約
�
㌶
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

か
な
り
の
広
さ
に
な
り
ま
す
。

　

分
譲
価
格
は
�
坪
（
約
�
・
�
平
方
㍍
）

が
�
万
�
千
円
台
か
ら
と
、
企
業
の
進
出

し
や
す
い
分
譲
価
格
を
設
定
し
、岡
山
県
、

真
庭
市
に
よ
る
優
遇
措
置
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
電
力
・
用
水
供
給
、
公
共
下
水
道

が
完
備
さ
れ
、
周
辺
に
生
息
す
る
希
少
生

物
を
保
護
で
き
る
よ
う
自
然
環
境
保
全
対

策
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
真
庭
産
業

団
地
の
一
番
の
利
点
は
、
中
国
地
方
を
東

西
に
貫
く
中
国
自
動
車
道
と
、
瀬
戸
内
海

と
日
本
海
を
つ
な
ぐ
岡
山
・
米
子
自
動
車

道
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
す
る
と
い

う
交
通
の
優
位
性
で
す
。
こ
の
優
位
性
を

最
大
限
に
生
か
し
て
、
企
業
の
誘
致
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
産
業
団
地
が
完
成
し
た
の
は
平
成

　

年
�
月
。
こ
の
産
業
団
地
は
ど
の
よ
う

��に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

昭
和　

年
代
に
岡
山
県
が
岡
山
市
・
早

��

島
町
に
あ
る
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
に
対
し

て
、
県
北
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
ろ
う

と
持
ち
上
が
っ
た
、
県
北
流
通
セ
ン
タ
ー

構
想
。
産
業
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
好

機
と
し
て
、
県
北
各
地
が
名
乗
り
を
上
げ

て
激
し
い
誘
致
合
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
誘
致
運
動
開
始
か
ら
�
年

近
く
た
っ
た
平
成
�
年
�
月
に
、
交
通
拠

点
の
優
位
性
が
選
択
理
由
に
挙
げ
ら
れ
、

米
子
自
動
車
道
の
久
世
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
に
県
北
流
通
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
造
成
工
事
期
間
中
に
経
済
事

情
や
物
流
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
物
流
業
だ
け
で
は
、
企

業
の
誘
致
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
名
称
も

「
県
北
流
通
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
真
庭
産
業

団
地
」
と
改
め
ま
し
た
。

　

完
成
か
ら
�
年
後
、
真
庭
市
が
発
足
し

ま
し
た
。
真
庭
産
業
団
地
は
、
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
確
保
と
い
う
面
か
ら
も
大
き

な
役
割
を
持
ち
、
杜
市
の
「
賑
わ
い
」
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
網
の

ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
立
地

「
賑
わ
い
」の 
一 
翼
を
担
う

真
庭
産
業
団
地

真庭産業団地南区域の中央を貫く道路
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特定団地分譲促進補助金

立地いただくと、土地代の��％を補助 

企業立地促進奨励金

一定の要件を満たす工場等の立地に対して�億円を限度に奨励金を交付

大規模分譲促進補助金

�㌶ を超える土地代に対し、��～��％を補助

事業用借地制度

土地を低廉な賃料によりリースで使用可能（��年以上��年以下）

固定資産税の課税免除または相当額の助成（真庭市）

立地翌年度から�年度分の固定資産税の課税免除、または固定資産税相当額の助成金
を交付

真庭産業団地の優遇制度（主なもの） 豊
か
な「 
杜  
市 
」づ
く
り
を
目
指
す

と 

し

真
庭
市
の
企
業
誘
致
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平
成　

年
�
月
に
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
、
真
庭
産
業
団
地
。
現
在
、
産
業
団
地

��

内
に
は
�
つ
の
企
業
が
（
�
社
は
建
設
中
）
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
立
地
し
て
い
る
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
各
社
が
広
大
な
真
庭
産
業
団
地

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

２００６ 年
７月現在

　�月に真庭産業団地の新工場
が竣工した精密金属加工の日本
スーパー工業。主にパソコン用
の記憶装置のハードディスク、
そのディスクとモーターを接合
する部品「ハブ」を製造。 この
岡山第二工場で量産体制を強化
し、需要が拡大するハードディ
スク生産に対応します。 岡山第�工場の竣工式　�月�日

世界シェアの約�割を占めるＩＴ部品製造
日本スーパー工業株式会社

創業：昭和��年　本社：大阪府堺市　資本金：�����万円　従業員数：���人
年間売上高：��億円（Ｈ��）　関連会社：日本スーパープレシジョン（タイ）

真庭産業団地内に建つ岡山第二工場  ��万分の� ㍉ の精度が要求される製品

全体面積（�）区画名

南
区
域　

分
譲
可
能
残
面
積

�,���（�,���） 南�号地
�,���（�,���） 南�号地
��,���（�,���） 南�号地
�,���（�,���） 南�号地
��,���（��,���）南�号地
�,���（�,���） 南�号地
�,���（�,���） 南�号地
��,���（��,���）南��号地
�,���（�,���） 南��号地
�,���（�,���） 南��号地
�,���（�,���） 南��号地
�,���（�,���） 南��号地
��,���（��,���）南��号地

全体面積（�）区画名
北
区
域　

分
譲
可
能
残
面
積

��,���（��,���）北�号地
�,���（�,���） 北�号地
��,���（��,���）北�号地
��,���（��,���）北�号地
��,���（��,���）北�号地
��,���（��,���）北��号地
��,���（��,���）北��号地
��,���（��,���）北��号地
��,���（�,���） 北��号地

（  ）内は平地面積



　携帯電話やデジタルカメラなどの通信･情報エ
レクトロニクス製品の絶縁パーツなどを製造する
オーティス。超精密機械加工においては、独自の
ノウハウと技術力を蓄積しています。

精密裁断加工を駆使した携帯部品
オーティス株式会社

印刷事業を行う関連会社のオーエスピー�が本社工場
の隣接地に建設中です。 �月末に稼働する予定です。

�� MANIWA

産業団地の広さを生かし製造
環境のワンフロア化を実現し
た工場（上）と製品（左）

創業：昭和��年　本社：真庭
市中原������   資本金：�����
万円　従業員数：���名
年間売上高：約��億円（Ｈ��）
関連会社：オーシーピー�、
オーエスピー�、オーティス
プレシジョン（中国）

　木材を科学の力でより優れた品質に仕上げた集
成材の国内最大手メーカー。産業団地には、原材
料、製品の物流倉庫と原材料の板材の規格（長さ）
を統一するジョイント工場が稼働しています。

新しい木の文化を創造していく集成材
銘建工業株式会社

創業：大正��年　
本社：真庭市勝山����
資本金：�����万円
従業員数：���名
年間売上高： 
　約���億円（Ｈ��）
本社工場、久世工場、大断
面工場、ジョイント工場の
ほか東京事務所を持つ

製造される集成材

輸入された木材が積み
上げられた物流倉庫�

　三井造船と独立行政法人･新エネルギー産業技
術開発機構（ＮＥＤＯ）の共同事業で、木くずや木
材チップからエタノールを製造するプラント。�
年間かけて、データを蓄積していきます。

木材からエタノールを製造
三井造船  バイオエタノール実証プラント

� 階建ての実証プラント（上）、
製造されたバイオエタノー
ルはガソリンと混ぜＥ�燃料
として公用車で走行実験

　プラントでは、木材の主
成分であるヘミセルロー
スとセルロースを化学処
理や酵素により糖化した
のち、酵母菌などにより発
酵させてエタノールを抽
出します。含水率50％、�
㌧ の針葉樹チップから、
純度99.5％の無水エタノ
ールを�日に250㌔ 生産す
る能力があります。

　路線バス・空港線リムジンバス・高速バス事業
を行う中鉄バス。県北と県南を結ぶ貴重な交通手
段として、幅広い年代の方々に利用されています。
真庭産業団地には久世車庫として立地。

路線バスは市民皆さんの交通手段に
中鉄バス株式会社  久世車庫

創業：明治��年　本社：岡山市中山下������
資本金：�億�����万円　従業員：���人　

バス駐車場、点検作業場などが整備された久世車庫
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タ
イ
の
工
場
で
、現
地
の
方
を
約
�
、�
�
�
人

雇
っ
て
い
ま
す
。
国
内
か
ら
海
外
へ
の
技
術
支
援

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
阪
へ
技
術
セ

ン
タ
ー
の
建
設
か
、
真
庭
へ
新
工
場
建
設
か
迷
い

ま
し
た
。
今
、
世
界
で
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
需

要
が
大
幅
に
拡
大
し
、
量
産
体
制
を
図
る
た
め
に

真
庭
産
業
団
地
へ
の
進
出
を
決
め
ま
し
た
。
真
庭

を
訪
れ
て　

年
、
中
国
自
動
車
道
が
で
き
た
こ
ろ

��

と
現
在
で
は
、
風
景
も
産
業
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
真
庭
の
人
と
共
に
働
い
て
き
ま
し
た
が
、

人
情
が
厚
く
、少
々
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
、

地
味
だ
が
き
ち
ん
と
や
り
遂
げ
る
と
い
う
人
間
と

し
て
の
底
力
を
常
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

真
庭
の
人
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、

少
し
ず
つ
会
社
も
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
能
力
の
あ
る
人
材
を
育
て
、
生

か
し
て
い
け
る
よ
う
使
命
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「 
��
��
��
��
��
��
」 �
��
��
��
��
��
�

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
い
真
庭
産
業
団
地
に
流
通

倉
庫
を
建
設
し
た
こ
と
で
、
輸
入
原
材
料
の
保
管

や
製
品
出
荷
の
面
で
物
流
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
倉
庫
に
隣
接
し
て
原

材
料
の
規
格
を
統
一
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
工
場
を
稼

働
し
、
生
産
性
が
向
上
し
ま
し
た
。　

世
紀
は
バ

��

イ
オ
マ
ス
の
時
代
で
す
。
真
庭
の
森
林
資
源
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
に
お
い
て
、
こ
の
投

資
は
き
っ
と
役
に
立
つ
と
き
が
来
る
は
ず
で
す
。

真
庭
に
は
優
秀
な
人
が
そ
ろ
い
、
活
用
で
き
る
資

源
（
物
）
が
山
と
あ
り
ま
す
。
真
庭
に
あ
る
人
も

物
も
生
か
し
切
る
こ
と
が
、
大
き
く
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す
。
地
域
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

こ
と
は
、地
域
外
の
人
た
ち
の
知
恵
が
必
要
で
す
。

地
域
を
見
直
し
、
人
や
物
を
生
か
し
切
る
努
力
を

し
て
い
れ
ば
、
自
然
と
さ
ま
ま
ざ
ま
な
人
が
知
恵

を
持
ち
寄
る
機
会
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

真
庭
と
い
う
地
は
昔
、
タ
タ
ラ
製
鉄
で
栄
え
た

場
所
。そ
の
遺
伝
子
を
受
け
継
い
だ
人
々
の
文
化
・

伝
統
を
、
現
在
の
真
庭
で
工
業
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
真
庭
産
業
団
地
へ
の
進
出
の

き
っ
か
け
は
、
合
併
し
て
真
庭
市
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
大
き
く
な
っ
た
地
域
の
人
・
物
・
金
・
情

報
・
技
術
と
い
う
も
の
を
最
大
限
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
真
庭
産
業
団
地
は
、
広
大
な
土
地
で
の
新

規
事
業
展
開
や
、
津
山
方
面
に
も
近
い
た
め
求
人

拡
大
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に
は

最
適
な
環
境
と
い
え
ま
す
。
地
域
が
元
気
に
な
る

に
は
、
外
貨
獲
得
・
内
需
拡
大
が
必
要
で
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
こ
の
工
場
の
従
業
員
は
ほ
と
ん
ど

が
真
庭
出
身
、地
域
で
暮
ら
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

安
心
し
て
技
術
も
伝
承
で
き
ま
す
。「
真
庭
が
元
気

に
！
」
こ
の
言
葉
に
尽
き
ま
す
。
わ
た
し
も
こ
の

真
庭
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
一
人
で
す
か
ら
。

　真庭産業団地に進出した企業の代表者にお話を伺いました。真庭への思いや魅力

が、言葉の端々に見え隠れします。企業を誘致することは簡単なことではありませ

ん。まったく真庭を知らない人に、真庭へ訪れたいと思わせる何かが必要なのです。

その「何か」が魅力ということになりますが、人材、交通、観光資源などを見ても真庭

市は結構魅力的なまちなのです。 ただ、それに気付いていないのが現状なのかもしれ

ません。 真庭を知り、誇れることが「 賑 わい」につながっていくのではないでしょうか。
にぎ

真
庭 
人
の
底
力
を

日本スーパー工業株式会社
代表取締役社長

広瀬 憲三 さん

真
庭
で
工
業
を
再
興オーティス株式会社

代表取締役社長

佐山 修一 さん

人
も
物
も
生
か
し
切
る

銘建工業株式会社
代表取締役社長

中島 浩一郎 さん
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景
気
が
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
現

在
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
も
徐
々
に
回

復
し
て
い
ま
す
。
真
庭
市
で
は
企
業
誘
致

に
向
け
て
岡
山
県
と
の
連
携
を
強
化
、
ま

た
、
大
阪
市
に
あ
る
岡
山
県
大
阪
事
務
所

へ
職
員
を
派
遣
し
て
真
庭
産
業
団
地
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
を
見
る
と
多
く
の
自
治
体
が
企
業

誘
致
を
主
要
施
策
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
岡
山
県
内
に
お
い
て
も
分
譲
中
の
産

業
・
流
通
用
地
は
真
庭
産
業
団
地
を
含
め

て　

カ
所（
下
図
参
照
）。
全
国
の
中
か
ら

��
真
庭
産
業
団
地
を
選
択
し
て
も
ら
う
に

は
、
杜
市
と
し
て
の
魅
力
が
い
か
に
充
実

し
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

真
庭
市
の
「
魅
力
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
誘
致
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
こ
そ
企
業
誘
致
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

岡山県営
①水島港玉島地区
　［玉島ハーバーアイランド］
　倉敷市
②久米産業団地  津山市　　　　　　
③笠岡港工業用地  笠岡市
④新見工業団地  新見市　⑤真庭産業団地  真庭市
⑥吉備高原都市産業区  吉備中央町　⑦賀陽工業団地  吉備中央町
⑧岡山リサーチパーク  岡山市

市町村営　⑨倉敷クリエイティブパーク  倉敷市
⑩津山総合流通センター 津山市・鏡野町

⑪笠岡中央内陸工業団地  笠岡市　　⑫美作市･作東産業団地 美作市　

中小企業基盤整備機構　⑬新勝央中核工業団地  勝央町

その他　⑭和気町田原下工業用地　和気町　⑮和気町藤野工業用地
　和気町　⑯日羽工業適地　総社市　⑰井尻野工業適地　総社市

問い合わせ先・企業誘致に関する情報は

　真庭市産業部商工振興課　℡������������

　岡山県産業労働部企業立地･物流推進課　℡������������

　岡山県大阪事務所　℡������������

晴れの国おかやま産業団地ガイドホームページ

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ . ｏｐｔｉｃ.ｏｒ.ｊｐ/ｙｏｕｃｈｉ/

全力で誘致に取り組みます
　岡山県大阪事務所は岡山県と関西圏のパイ
プ役として企業誘致や観光情報案内などの業
務を行っています。わたしは企業誘致推進班
の一人として企業訪問や、企業立地説明会で
岡山県への企業誘致を進めています。ふるさ
と真庭市の発展を願い、各方面に真庭市の魅
力を積極的に伝え、真庭産業団地への誘致に
つながるよう全力で取り組んでいきます。

岡山県大阪事務所
企業誘致課

福井  義久
（真庭市から出向）

ー
ズ
に
、
全
国
の
方
々
か
ら
「
住
ん
で
み

た
い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
企
業
誘
致

が
進
み
、
賑
わ
い
の
あ
る
真
庭
市
の
実
現

の
近
道
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
が
企
業
誘
致
を
主
要
施
策
に

挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
真
庭
市
の
産

業
団
地
を
売
り
込
む
た
め
に
は
、
市
民
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
と
も

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

用
し
た
産
業
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
の
目
標
、「
賑
わ
い
と
安
ら
ぎ
の

杜
の
都 
真
庭
」
の
賑
わ
い
の
部
分
を
担
う

重
要
な
施
策
に
、
企
業
誘
致
や
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
の
新
産
業
の
創
出
が
あ
り
ま
す
。

企
業
誘
致
は
あ
る
意
味
、
こ
の
地
域
の
魅

力
を
ど
の
よ
う
に
売
り
込
ん
で
い
く
か
が

鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
�
担
当

課
の
取
り
組
み
で
な
く
、市
を
挙
げ
て「
水

と
緑 
人
と
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ 
賑
わ

い
の
『
杜
市
』
真
庭
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

　

真
庭
市
は
北
・
中
部
の
蒜
山
高
原
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
で
多
彩
な
自
然
環
境
、

南
部
は
商
工
業
、
住
宅
、
医
療
な
ど
の
都

市
機
能
が
整
備
さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
す

ば
ら
し
い
杜
市
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
自
動
車
道
と
米
子
・
岡
山

自
動
車
道
に
よ
り
近
畿
と
九
州
の
東
西
、

日
本
海
と
太
平
洋
の
南
北
を
結
ぶ
高
速
交

通
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
市
内
に

は
�
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
交
通
の
優
位
性
を
最
大
限
に
活

産業部商工振興課課長

丸山  豊

岡山県内分譲中の
産業･流通用地

�
��
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
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新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
�
階
建
て
、

延
べ
面
積
は
�
�
�
�
平
方
㍍
。
教
室
は
校
舎

の
南
側
と
北
側
に
配
置
さ
れ
、
中
央
部
は
�
、

�
階
が
吹
き
抜
け
の
採
光
部
を
持
つ
幅
の
広
い

廊
下
と
階
段
に
な
り
ま
す
。
テ
ラ
ス
、
ベ
ラ
ン

ダ
に
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
て
い
ま
す
。

学
校�
��
��
��
��
�

北
房
中
学
校

テラス部分は木製です 除幕式典は中央の吹き抜けで開催

校舎中央は吹き抜けと階段、両脇が教室コンピュータ室での授業の様子

教室の机、イスも木製になりました

北房中新校舎（南側）
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真
庭
市
立
北
房
中
学
校
校
舎
（
上
水
田
）、
樫
邑
小
学
校
校
舎
・
幼
稚
園
園
舎
（
樫
西
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

除
幕
式
が
�
月　

日
に
北
房
中
、　

日
に
樫
邑
小
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
、
新
し
い
学
舎
で
学
校
生
活
を

��

��

送
り
始
め
ま
し
た
。
両
校
舎
と
も
開
放
的
な
空
間
と
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
が
特

徴
的
で
す
。
両
校
舎
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

木材が柔らかな雰囲気を出す廊下

机・いす・床・窓、木材あふれる教室

新校舎は、地域に愛された旧校舎の面影が残っています

正面玄関には地元産木材の太い柱を設置

樫
邑
小
学
校

　

木
造（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）�
階
建

て
、
延
べ
面
積
は
�
�
�
�
平
方
㍍
。
地
元
産

の
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
木
材

に
こ
だ
わ
っ
た
造
り
で
す
。
幼
稚
園
も
同
じ
棟

に
含
ま
れ
ま
す
。
地
域
の
活
動
拠
点
と
な
る
よ

う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペレットストーブも設置 併設する幼稚園も開放的なつくり
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委嘱状が渡される審議会委員

　

真
庭
市
で
は
、
行
政
改
革
を
進
め

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

行
う
こ
と
で
（
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
）、市
の
総
合
振
興
策
で
あ
る
総

合
計
画
の
推
進
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
核
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
を
毎

年
行
い
業
務
・
組
織
の
見
直
し
や
総

合
計
画
の
推
進
管
理
な
ど
に
活
か
し

て
い
く
評
価
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
民
間
経
営
的
な
行
政
経
営

シ
ス
テ
ム
（
真
庭
モ
デ
ル
）
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
�
月
、
市
で
は
全
庁
的
な
行

政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
各
部
署

の
統
括
課
長
な
ど
を
構
成
員
と
す
る

「
真
庭
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」を

設
置
し
、
改
革
の
指
針
と
な
る
「
真

庭
市
行
政
改
革
大
綱
」
と
平
成　

年
��

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
�
年
間

��

の
具
体
的
取
り
組
み
事
項
や
目
標
を

定
め
た
「
真
庭
市
行
政
改
革
実
施
計

画
」
の
策
定
と
事
務
事
業
評
価
の
事

前
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
発
足
し
た
審
議
会
の
第
�
回

会
合
で
は
、
市
民
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
た　

人
の
有
識
者
に
井
手
市
長

��

が
委
員
を
委
嘱
。
会
長
に
薬
師
寺
眞

人
さ
ん
（
西
河
内
）、
副
会
長
に
眞
田

善
弘
さ
ん
（
蒜
山
西
茅
部
）
を
選
出

し
ま
し
た
。
市
で
は
「
行
政
改
革
大

綱
」
と
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
の

各
素
案
を
、
こ
の
審
議
会
に
諮
問
。

審
議
会
で
は
民
間
視
点
に
立
ち
審
議

と
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
真
庭
市
行
政
改
革
大
綱
」
と
、
こ

れ
に
基
づ
く
改
革
内
容
は
、
今
年
�

月
の
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

真庭市行政改革審議会 に素案を諮問

　

�
月　

日
、
真
庭
市
が
進
め
る
行
政
改
革
の
推
進
と
大
綱
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
有

��

識
者　

人
で
構
成
す
る
「
真
庭
市
行
政
改
革
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

�� 行 
政 
改 
革 
大 
綱 
�
�
�
�

真 庭 市 地 域 職 業 相 談 室 開 設
　�月��日、全国の求人情報などが検索できるパソ

コンを備えた「真庭市地域職業相談室」が新しく、

真庭市役所久世第�庁舎内にオープンしました。

　この相談室は、厚生労働省が、人口�万人規模の

自治体を対象として平成��年度から新たに始めた制

度を活用したもので、岡山県労働局と真庭市が共同

運営します。相談室にはハローワーク津山の職業相

談員が常駐しており、利用は土日祝祭日、年末年始

を除いた午前�時��分～午後�時までです。

真庭市地域職業相談室
真庭市久世������　真庭市役所久世第�庁舎内
℡������������　FAX������������

開所式でのテープカット
（左）　

津山・美作圏域の求人情報
が取得できるタッチパネル
方式のパソコンが整備され
た相談室（下）
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市政に関する動きの一部を紹介します
�
�����き

和牛経営の発展を目指して
　�月��日、真庭産和牛

の振興を目的に、ＪＡま

にわ管内の生産者約���

名で構成する真庭和牛改

良組合が設立。初総会が

湯原ふれあいセンターで

開催され、約��名の生産

者が出席しました。

�月は社会を明るくする運動強調月間
　�月は社会を明るくす

る運動強調月間です。�

月�日、真庭地区保護司

会が広報運動の始まりに

あたり市長を表敬訪問。

法務大臣メッセージを伝

達し、運動への理解と協

力を求めました。

�����������	
�
　�月�、�日に東京で行われた第��回全国市長会総

会（日本全国の市・特別区の首長で構成：���団体）

で、井手真庭市長が理事に就任。井手市長は理事とし

て環境・厚生労働・教育行政に関する事項を協議する

社会文教部・社会教育委員会に所属。��日に行われた

委員会では辺地の医師確保対策を協議しました。

　全国の市長の意見を集約し、国に対する決議、提言、

重点要望などをまとめる任にあたります。

選任農業委員に杉本さん
　ＪＡまにわとＪＡ落合の

合併により、新ＪＡまにわの

推薦を受け、新たに真庭

市農業委員会の選任委員

として杉本荘輔さん（佐

引・ＪＡまにわ理事）が着任

されました。�月�日から

ご活躍いただいています。

産業を観光資源として生かす
　�月�日、市産業観光

創出委員会第�回会合が

開催されました。バイオ

マス産業先進地として視

察が増加中の真庭市。バ

イオマス産業を核に他産

業と連携した新しい形態

の観光創出を図ります。

　

�
月　

日
、　

日
に
か
け
て
の
梅
雨

��

��

前
線
に
よ
る
影
響
で
起
き
た
集
中
豪
雨

で
は
、
市
内
各
地
で
起
き
た
土
砂
崩
れ

で
道
路
寸
断
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
真
庭
市
で
は
、
岡
山
県
と
と
も

に
各
地
の
復
旧
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
夏
日
が
続
く
�
月
も
局
地

的
な
集
中
豪
雨
が
起
き
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
地
盤
が
緩
み
地
滑
り
な
ど

が
起
こ
る
と
き
に
は
、
山
鳴
り
や
、
小

石
が
落
ち
て
く
る
、
水
が
わ
き
出
す
な

ど
の
兆
候
が
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
裏
に
山
が
あ
る
世
帯
な
ど

の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
兆
候
が
現
れ

た
場
合
、
自
主
的
な
避
難
を
心
が
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

集中豪雨による土砂災害に
引き続きご注意ください

　

�
月　

日
、
久
世
公
民
館
で
「
第
�

��

回
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
真
庭
推
進
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
推
進
協

議
会
は
、
真
庭
市
が
国
の
�
府
�
省
庁

が
情
報
を
共
有
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
と
し
て
農
林
水
産
省
か
ら
公
表
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
真
庭
市
全
域
で
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
掲
げ
る
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。
第
�
回
会
合
で
は
、
こ
の
推
進

協
議
会
の
会
長
で
あ
る
井
手
真
庭
市
長

が
、
市
民
代
表
�
人
を
含
む　

名
に
委

��

員
を
委
嘱
（
副
会
長
に
真
庭
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長
の
星
原
達
雄
さ
ん
）。

市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
に
お
け
る
説
明
や

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ イ オマ スタウン真庭を
推進する
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お問い合わせは各担当部局へ

　

老
人
保
健
受
給
者
証
や
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
で
診
察
や
療
養
を
受
け
ら
れ
る�

歳
��

以
上
の
方
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
り
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者
の
医
療
費
負
担
割
合

�
「
現
役
並
み
所
得
者
」
＝　

歳
以
上
で
課
税

��

所
得
が
�
�
�
万
円
以
上
あ
る
方
の
医
療
費

負
担
が
�
割
か
ら
�
割
へ
変
わ
り
ま
す
。

　

国
の
医
療
制
度
改
正
に
伴
い
、　

月
�
日
か
ら
老
人
保
健
、
国
民
健
康
保
険
制
度
が

��

変
更
さ
れ
ま
す
。
老
人
保
健
受
給
者
証
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
で
診
療
や
療

養
を
受
け
る
高
齢
の
皆
さ
ん
、
高
額
療
養
費
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
を
対
象
に

自
己
負
担
額
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

  
医
療
制
度
改
正 
で �

月
�
日
か
ら

��

　
　
　
　
 
の

医 
療 
制 
度 
が
変
わ
り
ま
す

市
民
課　

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

高
額
療
養
費
・
高
額
医
療
費

自
己
負
担
限
度
額

�
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す

�
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す

　
　

公
的
年
金
な
ど
控
除
の
見
直
し
、
老
齢
者

控
除
の
廃
止
や
老
齢
者
に
係
る
住
民
税
非
課

税
措
置
の
廃
止
で
、
自
己
負
担
限
度
額
の
区

分
が
変
更
に
な
る
世
帯
や
受
給
者
に
は
、
経

過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
受
給
者
証
交
付
時
に
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

�
変
更
が
無
い
方

　
　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方
（
低
所
得

Ⅱ
）、年
金
受
給
額
が　

万
円
以
下
な
ど
の
方

��

（
低
所
得
Ⅰ
）の
自
己
負
担
額
に
は
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
の

食
費
と
居
住
費
負
担

�
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健

国
民
健
康
保
険

�

�
�
�
�
�
�
�
�

��
現役並み所得者

課税所得

１４５万円以上

医療費負担

平成��年��月� 日から

3 割

高額療養費・高額医療費自己負担限度額
平成��年��月�日から

現役並み
所得者

外来（個人）

現役並み
所得者

（入院＋外来）
世帯

一般
（外来）
個人

一般
（入院＋外来）

世帯

��,���円

��,���円
＋

医療費が
���,���円を超えた
場合、超えた額の
�％相当分を加算
（��,���円）

��,���円��,���円

（　）内の金額は過去��カ月間に�回以上高額療養費の支給を受け、
�回目以降の自己負担額です。

療養病床に入院する場合の食費と居住費負担の変更　平成��年��月�日から

現役並み
所得者

一般

住民税非課税
世帯の方

□低所得Ⅱ

住民税非課税
世帯の方

□低所得Ⅰ
「現行どおり」

住民税非課税
世帯の方

□低所得Ⅰ
「老福」

食費
��,���円／月

＋
居住費

������円／月

食費
��,���円／月

＋
居住費

������円／月

食費＋居住費
��,���円／月

食費＋居住費
��,���円／月

食費＋居住費
��,���円／月

※「現行どおり」は年金受給額が��万円以下などの方です。
※「老福」は老齢福祉年金受給者の方です。

�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�

��
　
　

歳
未
満
の
方
で
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る

��
上
位
所
得
者
と
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
上
位
所
得
者
の
自
己

負
担
限
度
額

　

「
上
位
所
得
者
」＝
月
収
が　

万
円
を
超
え
る

��

世
帯
の
方
で
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
の

自
己
負
担
限
度
額
が
、
�
万
円
か
ら
�
万
円
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更

　
　

歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

��
限
度
額
は
、
上
位
所
得
者
と
一
般
に
分
か
れ
下

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

真
庭
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
、
老
人
保
健
の
高
額
医
療
費
を
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
て
支
払
っ
て
い
る
方
へ
の
償
還
に

つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方
に
、
毎
月
申
請
書
と

一
緒
に
、
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
に

つ
い
て
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
支
局

市
民
福
祉
課
ま
た
は
、市
民
生
活
部
市
民
課（
久

世
庁
舎
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高額療養費自己負担限度額

上位所得者一般

���,���円
＋

医療費が���,���円を超
えた場合、超えた額の
�％相当分を加算
（��,���円）

��,���円
＋

医療費が���,���円を超
えた場合、超えた額の
�％相当分を加算
（��,���円）

※（　）内の金額は過去12カ月間に�回以上の高額療
養費の支給を受け、�回目以降の自己負担額です。

※住民税非課税世帯の方は変わりません

老人保健
国民健康保険
の医療制度
１０月１日から改正

�����������
��������	
��

杜市づくり推進課  ℡������������

　自治会などの団体が地域活動の拠点となる集会所、コミュ

ニティハウスなどの新築・改築・下水道接続工事に対して、

補助金を交付していた「集会所等施設整備補助金」の申請手

続きが変わります。

　

補助金交付の内容

　自治会および自治会で組織する団体が対象者となります。

新築・改修・増築および下水道への接続工事の工事費が補助

対象となります。補助金は、補助対象経費の�分の�以内で

集会所などに対する補助金限度額は下表のとおりです。

変更点

　①建設予定年度の前年度��月末までに「事前協議書」を提

出

　②市の審査会で事前協議書を基に審査を実施

　③事業の採否を決定

　④採択を受けた申請書は翌年度の�月末までに「補助金交

付申請書類」を提出

提出方法

　各支局（総務振興課）・本庁（杜市づくり推進課）にある事

前協議書に必要書類を添えて、提出してください。

事前協議書の受付期間

　�月�日�～��月��日�まで

　

※国や県などの補助事業と重複するものは対象外です。

昨年度の整備補助対象となった平成団地集会所（古見）

限度額補助対象経費補助対象

���万円・新築の場合、下水道への接続工事も含む
・補助対象経費が���万円以上のもの

新築工事

���万円改修工事

���万円
・処理施設への接続工事に係る事業で、補
   助対象経費（加入金は除く）が��万円以
上のもの

下水道　
接続工事



ラストワンマイル事業

加入説明会 日程

MANIWA ��

　真庭ひかりネットワーク（ラストワンマイル事業）の加入説明会を�月から
順次開催しています。�月は川上・美甘地区で説明会を開催します。テレビ、電
話、インターネットといった現在の生活に大きく関わる事業です。下記日程の説
明会会場に、お越しいただきますようお願いします。

情報推進課  ℡������������

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
し
た

子
育
て
健
康
推
進
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

　

「
麻
し
ん
」と「
風
し
ん
」の
予
防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
が
集
団
生
活
を
送
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
平
成　

年
�
月
�
日
に
改
正
が
あ
り

��

ま
し
た
が
、
�
月
�
日
に
再
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
真
庭
市
で
は
、

�
月
�
日
の
改
正
で
定
期
予
防
接
種
の
対
象
か
ら
外
れ
た
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
独

自
の
公
費
負
担
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
経
過
措
置
を
設
け
ま

し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
月
�
日
改
正
変
更
内
容

上
表
の
と
お
り
で
す
。 
 

経
過
措
置
に
つ
い
て

　

前
回
（
平
成　

年
�
月
�
日
）
の
改
正
で
対

��

象
年
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受

け
ら
れ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
真
庭

市
で
は
次
の
期
間
に
限
り
、
独
自
の
公
費
負
担

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

�
対
象
者

　

平
成　

年　

月
�
日
〜
平
成　

年
�
月
�
日

��

��

��

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
児
。

�
措
置
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月　

日

��

��

��

　

ま
で
（
※
た
だ
し
、
真
庭
市
内
の
医
療
機
関

　

接
種
に
限
り
ま
す
。）

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
子
育
て
健
康

　

推
進
課
、
各
支
局
の
市
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

小学校入学前のお子さんをお持ちの保護者の方へ

平成18年�月�日から　改正のポイント

　今回の改正で、麻しん、
風しんの予防接種を受けた
ことがある児でも、第�期
の対象年齢になれば、�回
目の接種を受けることがで
きるようになりました。

ただし、「麻しんワクチ
ン」、「風しんワクチン」の
みの接種もできますが、で
きる限り「麻しん風しん混
合ワクチン」での接種を受
けるようにしてください。

�歳児
（��カ月以上��カ月未満）第

�
期
「麻しん風しん混合ワクチン」また
は「麻しん単抗原ワクチン」、「風し
ん単抗原ワクチン」を�回接種

小学校入学前年度の�年間
（�月�日～�月��日）
（�歳以上�歳未満の幼児）第

�
期「麻しん風しん混合ワクチン」また
は「麻しん単抗原ワクチン」、「風し
ん単抗原ワクチン」を�回接種

会場対象地区（川上地区）月日

五反田集会所田部・下郷原
�／�
�

郷原公会堂郷原下・郷原上

本茅部公会堂南田

熊谷公会堂熊谷
�
�

白髪公会堂白髪

山根田・中別所多目的共同施設山根田

天王中曽公会堂天王
�
�

延助コミュニティハウス延助上・延助下

中原集落集会施設中原

宗利公会堂宗利
��
�

徳山公会堂徳山

川上支局徳山アパート・サンライズ徳山

苗代公会堂苗代（��：��～��：��）
��
� 正富公会堂正富

上福田文化センターかじや

開催時間は��：��～��：��です（苗代地区を除く）

川上支局小原・堂の上
��
�

堂の前公会堂堂の前

湯船公会堂湯船・上湯船・第�湯船

川上コミュニティセンター川上地域全域���

会場対象地区（美甘地区）月日

羽仁コミュニティハウス山路・羽仁（上・下）・野尾
��
� 美甘コミュニティセンター

当政一・当政二・当政・麓
国久・山根・河原町・上町

平島コミュニティハウス平島（Ａ・Ｂ・中・下）

��
�

美甘コミュニティセンター
中町・下町上・下町下・只
只常・旭団地�・旭団地�

太井の坂集会所寄水、太井の坂、打火谷

河田集会所
河田上・河田中・河田下・
片岡

��
�

篠原集会所篠原・半田・峪

田口コミュニティハウス
湯谷上・湯谷下・田口上・田
口下

鉄山コミュニティハウス中村・間所・下組（上・下）

�／�
�

黒田コミュニティハウス
黒田上・日名・中谷・正盛
仮倉・三谷

延風公民館延風（上・下）・高山
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地
域
づ
く
り
人
材
養
成
講
座

杜
市
づ
く
り
推
進
課　

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
地
域
づ
く
り
人
材
養
成
講
座
と
し
て
、
次
の
�
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
�
月
か
ら
来
年
�
月
ま
で
の
毎
月
�

回
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

はじめよう地域づくり  ー講座生募集ー

総
務
課　
　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

消
防
本
部　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

職
員
募
集

　

平
成　

年
度
採
用
の
真
庭
市
職
員（
一
般
事
務
職
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
・
消
防
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。受
験
案
内

��

は
、真
庭
市
役
所
各
支
局
総
務
振
興
課
と
真
庭
消
防
本
部
に
用
意
し
て
い
ま
す
。受
験
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�������

����

真庭市

市
役
所
職
員
（　

）
内
は
採
用
予
定
人
数

職
種
お
よ
び
主
な
受
験
資
格

①
一
般
事
務
職
（
２
名
程
度
）

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

②
幼
稚
園
教
諭
（
２
名
程
度
）

　

教
職
員
免
許
法
に
よ
る
幼
稚
園
教
諭
�
種
免
許
状
を
有

す
る
人
、
お
よ
び
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
同
免
許

��

��

状
を
取
得
見
込
み
の
人

③
保
育
士
（
２
名
程
度
）

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
お
よ
び
平
成　

年
�
月　

日

��

��

ま
で
に
同
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

※
①
〜
③
は
と
も
に
、
昭
和　

年
�
月
�
日
以
降
に
生
ま

��

れ
た
人
が
対
象
。

④
消
防
職
員
（
２
名
程
度
）

　

昭
和　

年
�
月
�
日
〜
平
成
元
年
�
月
�
日
ま
で
に
生

��

ま
れ
た
人
で
、
身
体
健
全
、
体
力
強
健
、
精
神
機
能
完

全
な
人
が
対
象
。

※
①
②
③
④
と
も
に
詳
し
い
受
験
資
格
は
受
験
案
内
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

申
込
書
受
付
締
切　

�
月　

日
�

��

※
郵
送
の
場
合
は
�
月　

日
の
消
印
有
効

��

受
験
申
込
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

▼
①
一
般
事
務
職
②
幼
稚
園
教
諭
③
保
育
士
は

　

〒
�
�
�
ー
�
�
�
�　

真
庭
市
勝
山　

ー
�

��

　

真
庭
市
役
所
総
務
部
総
務
課
（
勝
山
庁
舎
）

▼
④
消
防
職
員
は　

　

〒
�
�
�
ー
�
�
�
�　

真
庭
市
惣
�
�
�
ー
�

　

真
庭
市
消
防
本
部
総
務
課

※
受
験
申
込
書
は
市
役
所
総
務
部
総
務
課
・
各
支
局
総
務

振
興
課
、
消
防
職
員
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
、
各
分
署

お
よ
び
市
役
所
各
支
局
総
務
振
興
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

試
験
日　

�
月　

日
�

��

試
験
会
場

▼
①
一
般
事
務
職
②
幼
稚
園
教
諭

　

③
保
育
士
は
勝
山
高
等
学
校

▼
④
消
防
職
員
は
真
庭
市
消
防
本

　

部
お
よ
び
久
世
中
学
校

　

（
体
力
試
験
会
場
）　

お問い合わせは各担当部局へ

受
講
料（
�
講
座
）�
、�
�
�
円（　

歳
未
満
�
、�
�
�
円
）

��

申
し
込
み
方
法

　
　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
簡
単
な
自

己
紹
介
を
記
入
し
て
杜
市
づ
く
り
推
進
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

締
切　

�
月　

日
�　

必
着　

��

　
　

詳
し
い
内
容
と
日
程
は
各
支
局
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る

講
座
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
座

１
・ 

地
域
作
り
を
楽
し
も
う

ホ
ン
ト
は
楽
し
い
地
域
づ
く
り
講
座　

定
員　
　

名
��

　

協
働
団
体　

�
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　

　
　

県
内
外
で
楽
し
く
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る
方
の
話
を

聞
い
て
、
地
域
づ
く
り
を
楽
し
む
た
め
の
仕
掛
け
や
道
具

を
考
え
ま
す
。

２
・ 

住
み
よ
い
地
域
を
み
ん
な
で
作
ろ
う
！

地
域
で
協
働　

実
践
ス
タ
ー
ト
講
座　
　

定
員　
　

名
��

　

協
働
団
体　

�
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
岡
山「
う
ぶ
す
な
岡
山
」

　
　

地
域
の
声
を
広
く
集
め
整
理
し
、
い
ろ
い
ろ
な
資
源
を

結
び
つ
け
て
実
現
す
る
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
技
術

を
学
び
、
受
講
生
が
持
ち
寄
る
具
体
的
な
課
題
を
「
協
働
」

で
解
決
す
る
研
究
を
し
ま
す
。



　

ウ
ン
ド
（
蒜
山
上
福
田
）

　

椎
の
木
御
殿
納
涼
の
会
と
し
て
、

旧
勝
山
藩
主
三
浦
邸
（
岡
）
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�　

午

　

後
�
時
〜
�
時

場
所　

旧
勝
山
藩
主
三
浦
邸

問
い
合
わ
せ
先　

椎
の
木
お
も
て
な

　

し
会　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�

��

　

�

　

真
庭
市
で
は
人
権
意
識
を
高
め
る

た
め
、
職
場
、
学
校
、
社
会
生
活
で

の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
基
本
的
人

権
の
重
要
性
を
考
え
た
こ
と
な
ど
を

題
材
と
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
、
通
勤
す
る
方

応
募
方
法　

作
文
（
�
�
�
字
詰
原

　

稿
用
紙
�
枚
以
内
）、
ポ
ス
タ
ー

　

（
四
つ
切
ま
た
は
八
つ
切
画
用
紙
）

応
募
締
切　
　

月　

日
�

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

雨
が
多
い
時
期
に
は
、
川
で
の
作

業
・
釣
り
・
子
ど
も
の
水
遊
び
な
ど

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ダ

ム
が
上
流
に
あ
る
場
合
、
警
告
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
る
と
川
の
水
が
増
え
る

の
で
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上
が
っ
て
く

だ
さ
い
。
中
国
電
力
㈱
津
山
電
力
所

　

各
地
で
行
わ
れ
る
花
火
大
会
・
盆

踊
り
大
会
を
紹
介
し
ま
す
。

�
落
合
納
涼
花
火
大
会　

�
月
�
日

　

�　

落
合
庁
舎
前
旭
川
河
原

�
は
ん
ざ
き
祭
り　

�
月
�
日
�

　

湯
原
温
泉
街

�
八
束
納
涼
盆
踊
り
大
会　

�
月　
��

　

日
�　

蒜
山
郷
土
博
物
館
前
広
場

�
中
和
ふ
る
さ
と
祭
り　

�
月　

日
��

　

�　

旧
中
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
北
房
青
年
団
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

�
月　

日
�　

コ
ス
モ
ス
ド
ー
ム

��

�
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

�
月　

日
�　

久
世
河
川
公
園

��

�
�
�
�
�
か
つ
や
ま
盆
踊
り
大
会

　

�
月　

日
�　
　

��

　

勝
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
大
宮
踊
協
賛
花
火
大
会　

�
月　
��

　

日
�　

福
田
神
社
周
辺
（
蒜
山
中

　

福
田
）

�
夏
祭
り　

川
上
�
�
�
�

ｉｎ

　

�
月　

日
�　

川
上
小
学
校
グ
ラ

��

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課）

真庭市の人口

���������	
����


���������������

����������������

����������������

���������	

���������	


 
三
浦
邸
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

 
初
め
て
の
試
み

河
川
の
増
水

ご
注
意
く
だ
さ
い

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、作
文

ご
応
募
く
だ
さ
い

自
由
研
究
お
助
け
隊

��
�

津黒いきものふれあいの里
�������������

植物･昆虫の採集方法、
標本の作り方教えます。 

M A N IWA ��

勝山もみじまつりでＹＯＳＡＫＯＩ

（よさこい）ソーランを踊って

みませんか。 �チーム��名以

上で、コスチュームは自由です。

ＹＯＳＡＫＯＩ キッズも募集中。

ふるってご参加ください。

申し込み先  勝山支局総務振興課
　℡������������
申し込み締切　������

Y OS A K O I
�������

参加募集中
�����ふ るさと勝山もみじまつり

��月�日（ 日 ）開催

標
本

講
座

�
月
�
日
�

  
午
前�

�
〜
午
後
�
時

����
�

�
月�

日
�

��

  
午
前�

�
〜
午
後
�
時

��

花
火
大
会
・
盆
踊
り
大
会

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

竹
を
使
っ
て
竹
馬
や
ポ
ッ
ク
リ
作

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
昼

に
は
、
割
っ
た
竹
で
流
し
そ
う
め
ん

が
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）

参
加
費　

一
般
�
、�
�
�
円　

小

　

学
生
以
下
�
�
�
円

問
い
合
わ
せ
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

美
甘
竹
ま 
つ
り

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り



�� MANIWA

　

温
泉
に
入
り
な
が
ら
関
西
大
学
生

に
よ
る
落
語
・
大
喜
利
が
楽
し
め
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

湯
原
温
泉
砂
湯
周
辺

※
入
場
無
料
、
温
泉
に
入
ら
ず
と
も

　

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
商
工
会
青
年

　

部
湯
原
エ
リ
ア　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

勝
山
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
、

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
漫
才
の
ほ
か
、
山
陽
学
園

大
学
の
濱
田
栄
夫
教
授
を
招
い
て
、

家
族
体
験
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
で
は
、
�
月
�
日
�

に
久
世
エ
ス
パ
ス
で
花
き
共
進
会
を

午
前
�
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。
即
売

会
が
午
後　

時　

分
か
ら
行
わ
れ
ま

��

��

す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
�
月

�
日
�
、
�
日
�
に
は
共
進
会
で
優

秀
な
成
績
を
納
め
た
花
を
ア
ル
テ
ィ

（
久
世
）で
展
示
し
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
も
行
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
真
庭
の
花
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
真
庭

農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
（
℡
�
�
�
�

（　

）�
�
�
�
）
ま
で
、
お
問
い
合

��わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ン
ボ
ー
ル

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
オ
ム
ニ

キ
ー
ン
」
と
叫
び
な
が
ら
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

�
時　

分
受

��

��

　

付　

午
前
中
講
習
会
を
し
ま
す
。

場
所　

白
梅
総
合
体
育
館

参
加
費
（
当
日
集
金
） 

一
般
の
部　

　

（
中
学
生
以
上
）
一
人
�
�
�
円
、

　

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
（
小
学
校
�
・
�
年

　

生
）、
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
（
小
学
校
�
年

　

生
以
下
）
一
人
�
�
�
円

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

申
し
込
み
先　

落
合
公
民
館　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

真
庭
遺
産
研
究
会
と
鳥
取
大
学
農

学
部
付
属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
が
蒜
山
高
原
・
大
山
周
辺

で
自
然
保
護
を
テ
ー
マ
に
学
ぶ
「
夏

休
み
・
大
山
蒜
山
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク

自
然
保
護
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
自
然
に
関
心
の
あ
る
方
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

�
月　

日
�
〜　

日
�
の

��

��

　

�
泊
�
日
（
�
日
の
み
の
参
加
も

　

可
能
）

講
師　

鳥
取
大
学
農
学
部
お
よ
び
地

　

元
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
専
門
家

参
加
費　

宿
泊
有
り
�
、
�
�
�
円
、

　

宿
泊
な
し
�
、�
�
�
円

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

第�

回
女
性
の
つ
ど
い

��
ご
参
加
く
だ
さ
い

共
進
会
・
展
示
会
で
花
き
振
興

真
庭
は
花
の
産
地

キ
ン
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を

蒜 山 高 原

夏
休
み
自
然
保
護
セ
ミ
ナ
ー

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す 環 境フ ォ ーラ ム

テーマは蒜 山の 自 然をどう守り生かしていくか

主催／真庭市環境市民会議・真庭市・鳥取大学　
問い合わせ先／環境課 ℡������������

第 
2 
回  

蒜
山
伝
統
の
透
か
し
絵
風
切
り
紙　

作
品
も
展
示
中

蒜 山 郷 土 博 物 館
�������������

��
��
�
��
�

日
時　

�
月　

日
�
〜

��

　

日
�
午
前　

時
〜

��

��

午
後
�
時
（
何
時
か

ら
で
も
参
加
可
能
）

参
加
費　

�
�
�
円

大國 峻さんの作品
（川上小）

  マ ラ ソン  全国大会�����

���������� 蒜山高原スポーツ
公園スタート

出場者募集

コース　上蒜山コース（ハーフマラ

ソン）、中蒜山コース（��㌔）、下蒜

山コース（�㌔）、ふもとコース（�㌔）

参加費　一般�����円、小･中･高校

生�����円（市民料金）

申込締切　�月��日�（各支局に

大会要項を用意してあります）

問い合わせ先　

　蒜山振興局総務振興課

　℡������������

湯
気
夢
里
寄
席

温
泉
で
落
語

�／��（日）��:��～  会場：川上コミュニティーセンター

火入れ 草原植生 森林教室 エコツーリズム（環境と観光）



　

置
で
一
般
世
帯
と
な
っ
た　

歳
以

��

　

上
の
住
民
税
非
課
税
の
方
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
（
℡
�
�

　

�
�（　

）�
�
�
�
）
お
よ
び
各

��

　

支
局
市
民
福
祉
課

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
通
り

実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
　

月　

日
�

��

��

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
（
第
�

　

類
〜
第
�
類
）、
丙
種

試
験
会
場　

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
市

※
危
険
物
取
扱
者
事
前
講
習
会
を
落

　

合
公
民
館
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�

��

��

対
象　

乙
種
（
第
�
類
）、
丙
種
の
受

　

験
希
望
者

※
申
込
期
限
は
試
験
、
講
習
会
と
も

に
�
月
�
日
�
。
願
書
は
消
防
本

部
お
よ
び
各
分
署
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
消
防
本
部

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

と
な
ど
を
題
材
に
し
た
川
柳
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

葉
書
の
表
に
住
所
、
氏

　

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

　

号
、
裏
に
川
柳
（
�
句
の
み
）
を

　

明
記
し
左
記
ま
で

応
募
締
切　

�
月　

日
�
（
必
着
）

��

応
募
先　

㈱
山
陽
新
聞
事
業
者　
　

　

「
も
っ
た
い
な
い
川
柳
」
係　

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

岡
山
市

　

磨
屋
町　

―
�　
　

��

　

県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
企
業
情
報
な
ど
の
提
供
や

県
内
求
人
企
業
と
の
面
接
の
場
と
し

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

津
山
会
場　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

　

時
〜　

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

岡
山
会
場　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

　

時
〜　

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
産
業
労
働

　

部
労
政
・
雇
用
対
策
課　

℡
�
�

　

�（
�
�
�
）�
�
�
�

休日急患担当医

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
て
、
約
�
�
�
の
授
業
科
目

を
一
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

職
業
を
お
持
ち
の
方
や
主
婦
の
方
な

ど
誰
で
も
学
べ
る
大
学
で
す
。

学
科　

教
養
学
部
（
授
業
料
�
単
位

　

あ
た
り
�
、�
�
�
円　

大
学
院

　

修
士
課
程
（
授
業
料
�
単
位
あ
た

　

り
�
�
、�
�
�
円
）

応
募
資
格　
　

歳
以
上
（
大
学
院
は

��

　
　

歳
以
上
）

��
受
付
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
岡
山
学

　

習
セ
ン
タ
ー　

℡
�
�
�
（
�
�

　

�
）
�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
循
環
型
社
会
を
推
進

す
る
一
環
と
し
て
、
も
っ
た
い
な
い

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

「
も
っ
た
い
な
い
」と
感
じ
て
い
る
こ

��������	

　

一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

　

�
月
�
日
�　

久
世
地
区

�問
 
　

環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）�

��

　

�
�
�

�
落
合
地
区
夏
季
一
斉
清
掃

　

�
月　

日
�　

落
合
地
区

��

�問
 
　

落
合
支
局
市
民
福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
北
房
地
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

　

戦　

�
月
�
日
�　

北
房
地
区

�問
 
　

北
房
支
局
市
民
福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 　

入
院
時
の
食
事
負
担
や
療
養
病
床

に
入
院
さ
れ
る
場
合
の
食
費
や
居
住

費
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

　

方　

②
税
制
改
正
に
よ
る
経
過
措

���������
������
�����
���������
���������
������

地
域 
一 
斉
清
掃

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

も
っ
た
い
な
い
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

ご
応
募
く
だ
さ
い

放
送
大
学

募
集
し
て
い
ま
す

入
院
時
食
事
減
額
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

�����

�落合病院・落合
���������		



�中井医院（内）・勝山
�������������

������

�近藤病院・勝山�
������������	

�杉山医院（内）・久世
���������	�
�

�吉弘クリニック（内）・北房
������������	

������

�河本病院・落合�
����������	�	

�谷田医院（外）・八束
�������������

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	

�岸本医院（外）・久世
�����������	


�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		

������

�金田病院・落合�
���������		
	

�片岡医院（内）・湯原
����������	��

Ｕ
タ
ー
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス

岡
山
県
内
に
就
職
希
望
の
方
へ

M A N IWA ��

危
険
物
取
扱
者
試
験

事
前
講
習
会
を
開
催

― ９月―

出産・子育て支援イベント

はぐくみ岡山

in 真庭
�／��（日） ��:��～��:��  
久 世エスパス　入場無料

　妊婦さん・乳幼児を持つ方の不

安を軽減するため、子育て支援相

談、講演会、小児科・小児歯科の

相談コーナーなどを実施します。

問い合わせ先　子育て健康推進課

　℡������������



�� MANIWA

　

岡
山
県
で
は
、
県
産
材
を
利
用
し

た
木
造
住
宅
の
新
築
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
木
の
香
り
あ
ふ

れ
る
快
適
で
健
康
な
マ
イ
ホ
ー
ム
づ

く
り
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

受
付
は
先
着
順
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

美
作
県
民
局
真
庭

　

支
局
森
林
課　

℡
�
�
�
�（　

）
��

　

�
�
�
�

　

法
務
局
で
は
、
�
月　

日
�
〜
�

��

月
�
日
�
の
�
日
間
、
専
用
電
話
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
い
じ
め
、

不
登
校
、
親
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待

な
ど
の
悩
み
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

午
前
�
時　

分
〜
午
後

��

　

�
時　

分
（
�
月
�
日
�
、
�
日

��

　

�
は
午
前　

時
〜
午
後
�
時
）

��

相
談
先　

子
ど
も
の
人
権
�
�
�
番

　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

　

障
害
を
持
た
れ
て
い
る
方
で
、
自

動
車
を
駐
車
す
る
と
き
お
困
り
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
駐
車

禁
止
除
外
指
定
車
標
章
が
あ
る
と
、

障
害
で
歩
行
困
難
な
人
や
介
護
者
が

車
を
運
転
し
、
駐
車
禁
止
場
所
に
駐

車
し
た
際
、
適
用
除
外
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
社
会
福
祉

　

協
議
会　

℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

　

�
�

　

県
内
�
つ
の
専
門
校
（
岡
山
、
倉

敷
、
津
山
、
美
作
）
で
は
新
規
に
中

学
校
・
高
等
学
校
卒
業
者
、
離
転
職

者
を
対
象
に
、
技
術
と
技
能
を
習
得

す
る
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
津
山
（
℡
�
�
�
�（　

）�

��

�
�
�
）、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
た
か
は
し

（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）ま
で

��

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
家
族
や
身
近

な
人
の
行
方
が
つ
か
め
な
く
な
る
な

ど
、
心
配
さ
れ
て
い
る
方
々
の
た
め

に
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
写
真
な

ど
、
行
方
を
捜
す
手
が
か
り
と
な
る

資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

場
所　

鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

　

市
富
田
町
�
―
�
―
�
）　

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

�
�
岡
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会
真

　

庭
支
部
蒜
山
中
和
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
一
式
を
い
た
だ
き

　

ま
し
た
。

�
え
〜
子
・
真
庭
（
代
表
池
田
博
昭

　

さ
ん
）
よ
り
、
市
内
各
学
校
へ
の

　

教
育
資
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
木
工
芸
家
の
國
本
敏
雄
さ
ん
（
草

　

加
部
）
よ
り
寄
付
金
を
い
た
だ
き

　

ま
し
た
。

���������
���������

���������
��������������
価格はすべて税込です�����������

●お盆シネエスパ
　「劇場版ＮＡＲＵＴＯ－ナルト－大興奮！みかづき島
のアニマル騒動だってばよ」（上映��：��）
　「トリック劇場版�」（上映��：��）
　平成��年�月��日（日）   エスパスホール   全席自由
　前売：一般�����円／高校生以下���円 当日���円増

●真庭市誕生�周年記念・エスパス爆笑野外ライブ
　出演：長州小力／アンガールズ／まちゃまちゃ／
小梅太夫／いつもここから／マイケル
　平成��年�月��日（土）開演��：��
　久世エスパスランド土広場　
　入場整理番号付きチケッ ト： 前売�����円／当日�����円

●宮坂流銭太鼓エスパス公演
　平成��年�月��日 （月 ・ 祝） エスパスホール  全席自由
　一般�����円　高校生以下＆��歳以上前売�����円
　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

●エスパス・フリーマーケット出店者募集����開催

●中村達也トリオとアフリカン・パーカッション
　平成��年�月��日（月）   エスパスホワイエ   全席自由
　入場料�����円　出演：中村達也（ドラム）／テリー
上野（ピアノ）／サイレント原田（ベース）／カラモ
コ・カマラ（パーカッション）
　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

●新日本フィルとエスパスの仲間たち
　平成��年��月�日（土）　エスパスホール　全席自由
　入場料�����円　出演：新日本フィル室内アンサン
ブル／久世エスパス合唱団／鈴木英子（合唱指揮）
／久世エスパス管弦楽団／福留敬人（指揮）

　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

■エスパスが主催する催しについて、エスパスホール
倶楽部会員は、すべて�週間前の先行発売となります 。

お
か
や
ま
木
の
住
ま
い
普
及
事
業

木
造
住
宅
の
新
築
へ
助
成
し
ま
す

子
ど
も
の
人
権
�
�
�
番

い
じ
め
や
不
登
校
で
お
悩
み
の
方

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
申
請

受
け
付
け
て
い
ま
す

 
県
立
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

確
か
な
技
術
と
技
能
の
習
得

相
談
所
を
開
設

行
方
不
明
者
を
探
し
て
い
る
方
へ

野外

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



MANIWA ��

　

小
学
生
の
こ
ろ
、
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
は
家
の
近
く
の
毎
来
寺
で
し

て
い
ま
し
た
。
体
操
の
あ
と
、
地
域

の
み
ん
な
で
お
寺
に
上
が
り
、
座
禅

を
組
ん
で
修
行
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
心
を
静
め
て
、
じ
っ
と
し
て

い
る
の
で
す
が
友
達
の
と
こ
ろ
で

「
パ
チ
ン
！
」と
大
き
な
音
が
響
き
ま

し
た
。
次
は
わ
た
し
の
所
に
と
思
う

と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
気
が
気
で
な
か

っ
た
で
す
。
良
い
精
神
修
養
に
な
り

ま
し
た
。

小
学
生
の
こ
ろ
は
何
で
夏
休
み
ま
で

早
く
起
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

ろ
う
と
、
い
つ
も
雨
に
な
ら
な
い
か

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
帰
り
は
公
民
館
で
遊

ん
だ
り
、
寄
り
道
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
朝
ご
飯
の
時
間
に
な
っ
て
も

帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、

体
操
が
あ
っ
た
か
ら
夏
休
み
を
一
日

ダ
ラ
ダ
ラ
と
過
ご
す
こ
と
な
く
、
元

気
に
過
ご
せ
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
が
で

き
な
く
な
る
地
区
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
か
ら
は
、

子
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
地
域
の
人

も
一
緒
に
す
る
と
健
康
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ（
�
月
号
で
募
集
）

�
�
�
�
�
�

座
禅
で
修
行

　
 
ノ
ブ
リ
ン（
目
木
）

PN

ラ
ジ
オ
体
操　

 
き
ら
り
ら（
社
）

PN

　

夏
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
小
さ
な

山
の
村
に
育
っ
た
私
に
と
っ
て
初
め

て
見
た
海
の
こ
と
で
す
。
汽
車
を
乗

り
継
ぎ
行
っ
た
の
は
渋
川
海
水
浴
場

で
す
。
当
時
、
海
水
着
は
母
特
製
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
。
夜
遅
く
ま
で

ミ
シ
ン
の
側
に
い
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
の

出
来
上
が
る
の
を
待
っ
た
も
の
で

す
。
海
の
水
は
本
当
に
塩
辛
い
も
の

で
し
た
。
カ
ル
キ
臭
い
味
噌
汁
も
初

め
て
飲
み
ま
し
た
。
潮
干
狩
り
も
し

ま
し
た
。
夜
中
ブ
ツ
ブ
ツ
と
い
う
音

で
目
を
覚
ま
し
て
み
た
ら
、
な
ん
と

ア
サ
リ
が
た
く
さ
ん
動
い
て
い
た
の

で
す
。
半
世
紀
以
上
も
昔
の
話
。
セ

ピ
ア
色
に 
褪 
せ
た
一
枚
の
写
真
に
ま

あ

つ
わ
る
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

戦
時
中
の
こ
と
で
す
。
夏
の
子
ど

も
の
遊
び
と
い
え
ば
、
川
遊
び
ぐ
ら

い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
い
つ
も
群
れ

を
つ
く
っ
て
近
く
の
旭
川
で
遊
ん
だ

も
の
で
す
。大
水
が
出
た
と
き
に
は
、

越
中
ふ
ん
ど
し
一
丁
で
、
大
波
の
中

を
向
か
い
の
川
岸
ま
で
泳
ぎ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
格
が
「
つ
い
て
こ
い
」
と

飛
び
込
む
の
で
す
か
ら
、
子
分
の
私

も
行
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。　

人
ぐ

��

ら
い
が
連
な
っ
て
順
に
飛
び
込
ん
で

い
き
、
い
よ
い
よ
私
の
番
で
す
。
そ

の
と
き
の
勇
気
と
、
短
時
間
に
自
分

自
身
で
選
択
す
る
決
断
力
、
遊
び
中

で
自
然
と
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
す

ね
。
今
考
え
る
と
、「
群
れ
」
と
い
う

集
団
に
い
た
の
で
水
難
事
故
な
ど
に

至
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在

は
昔
と
違
い
ま
す
。
子
ど
も
の
遊
び

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。絶
対
に
、

ま
ね
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

▼ PN クロタン♪

読者の広場は皆さんから寄せられた
ハガキなどでつくるページです。

今月は寄せられたお便り ��通の中からチョイス

　

い
つ
も
早
く
起
き
て
頑
張
っ
て
行

っ
て
い
ま
し
た
ね
、
ラ
ジ
オ
体
操
。

勇
気
と
決
断
力

　
 
無
虞（
田
原
）

PN

夏休みのラジオ体操（美甘地区）

初
め
て
の
海

　
 
涼
花（
蒜
山
上
長
田
）

PN

▼

 PN サイダー

増水した旭川（川東公園から）
増水時は気をつけてください

▼

 片岡  梓



神
庭
の
滝
で

　
 
ま
っ
ち
ゃ
ん（
山
久
世
）

PN

�� M A N IWA

　市内各地で行われる秋祭りの

内容、独特な行事などの話題を

���字程度でお寄せください。

お
便
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

　

夏
に
な
る
と
思
い
出
し
ま
す
。
私

の
子
ど
も
が
小
さ
な
こ
ろ
、
神
庭
の

滝
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昆

虫
の
好
き
な
子
ど
も
は
、
滝
の
近
く

で
セ
ミ
を
捕
ま
え
て
手
に
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
サ
ル
は
、
食

べ
物
と
間
違
え
た
の
で
し
ょ
う
、
子

ど
も
に
飛
び
つ
い
て
き
た
の
で
す
。

と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
に

怪
我
も
な
く
幸
い
で
し
た
。
お
子
さ

ん
の
手
に
何
も
持
た
せ
な
け
れ
ば
、

「
神
庭
の
滝
」で
楽
し
い
思
い
出
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

久
世
の
ホ
タ
ル

　
 
久
世
し
ず
か（
久
世
）

PN

　お便りは、同封したはがきを

ご利用ください。お送りいただ

く場合は、必ず住所、氏名、年

齢、電話番号を明記してくださ

い。匿名・ペンネームで掲載を

希望される場合でも明記してく

ださい。

　締め切りは�月��日�です。

※「広報まにわ行　はがき」は、

次回は��月号で差し込みます。

今月号で差し込んだハガキを

上手にご利用ください。

▲ PN ナ
ウティカ

▼ PN ゆっかさん

�川柳の兼題は「広い」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加したご感想で

も結構です。

��月号の読書の広場
テーマは

「秋祭り」です。

※ P N はペンネームの略です。

こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん
で

の
ご
意
見
・
お
便
り
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

�
月
号
の
「
ホ
タ
ル
里
発
」
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
北

房
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
青
白
い
灯
が

乱
舞
す
る
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
は
久
世
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
ホ
タ
ル
の
時
期
は
夜
の
散
歩
が

楽
し
み
で
す
。
一
人
で
は
寂
し
い
の

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

連
れ
合
い
を
誘
っ
て
い
き
ま
す
。 

小 お

 
谷 
川
（
久
世
地
区
内
を
流
れ
る
川
、

だ
に上

流
に
は
お
滝
様
が
あ
り
ま
す
）
沿

い
に
は
予
想
外
の
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で

い
ま
す
。
久
世
の
ホ
タ
ル
は
人
恋
し

げ
に
顔
を
見
に
来
て
く
れ
ま
す
。 

黍 
き
び

の
穂
で
ホ
タ
ル
を
追
っ
か
け
た
幼
い

日
、
麦
刈
り
の
こ
ろ
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
内
各
地
で
ホ
タ
ル
が

多
か
っ
た
と
い
う
お
話
も
聞
き
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
だ
け
で
な
く
希
少
な
生

物
た
ち
の
姿
が
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
出
と
し
て
将
来
も
残
る
真
庭
市
で

あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

▲ PN 光
水

  
�
月�

日
�　

勝
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

��

　

高
崎
親
方
（
元
関
脇　

小
城
の
花　

出
羽
の
海
部

屋
）
が
お
弟
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
市
内
小
学
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
相
撲
教
室
を
行
い
ま
す
。

�
月　

日
�
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

��

申
し
込
み
先　

真
庭
市
少
年
相
撲
教
室
実
行
委
員
会

（
生
涯
学
習
課
内
）　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

  
小
学
生
集
ま
れ　

関
取
に
教
え
て
も
ら
お
う

少
年 
相
撲
教
室

真庭市

講師陣（予定）

越闘龍関 佐田錦関 普天王関 高崎親方
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え
ま
し
た
。
私
た
ち
商
工
会
女
性
部

が
主
催
な
の
で
す
が
、
年
々
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
、
祭
り
も

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
つ
る
さ
れ
た
短
冊
の
願
い
事
を

読
む
の
も
楽
し
い
で
す
。
子
ど
も
も

大
人
も
一
緒
に
楽
し
め
る
祭
り
で

す
。
久
世
地
域
だ
け
で
な
く
、
市
民

皆
さ
ん
の
祭
り
に
し
た
い
の
で
、
来

年
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

蒜
山
伝
統
の
踊
り
を
ご
覧
あ
れ

立
田　

治
さ
ん
（
蒜
山
上
福
田
）

　

大
宮 
踊 
の
音
頭
と
り
を
し
て　

年

お
ど
り

��

近
く
な
り
ま
す
。
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
当
時
娘
が
習
っ
て
お
り
、
顔
を

出
す
う
ち
に
大
宮
踊
と
い
う
も
の
に

興
味
が
出
て
き
た
か
ら
で
す
。
大
宮

踊
に
は
、
�
種
類
の
踊
り
方
が
あ
り

幅
広
く
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お

盆
の
時
期
の
大
宮
踊
本
番
に
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

安
心
・
安
全
な
地
域
に

池
田　

靖
さ
ん
（
月
田
）

　

月
田
地
区
で
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
な
ど
に
付
き
添
う
活
動
「
み
ま
も

る
輪
」
を
始
め
ま
し
た
。
全
国
で
起

こ
る
子
ど
も
を
巻
き
こ
ん
だ
犯
罪
。

こ
の
地
区
で
も
何
か
を
し
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
は
誰
し
も
持
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
黄
色

の
ベ
ス
ト
で
す
。
子
ど
も
の
登
下
校

の
み
で
な
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
も
着
用
し
て
、
地
域
の
安
全
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
活
動
に
は
多
く
の
方
の
賛
同
が

あ
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

佐
藤
勝
彦
さ
ん
（
下
湯
原
）

　

露
天
風
呂
の
日
は
、
商
工
会
青
年

部
と
し
て
、
今
回
で
�
回
目
の
参
加

で
す
。
湯
原
温
泉
は
湯
原
の
シ
ン
ボ

ル
な
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
清
掃
し
ま
し
た
。
合
併
し
て
湯
原

か
ら
真
庭
市
の
温
泉
に
な
り
ま
し
た

が
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
、
湯
原
温
泉
の
魅
力
を
市
外
、
県

外
へ
と
伝
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
活
性
化

柴
田
寿
美
恵
さ
ん
（
久
世
）

　

七
夕
夜
市
は
今
年
で
�
回
目
を
迎

蒜山ハーブガーデンハービル�
����

　国道���号線、福田橋交差点から西へ

約���㍍、田に囲まれた平成��年築の天

津小学校が見えてきます。�階建て屋根

付きの校舎北側にはプール、西側に体育

館があり、校庭には学校のシンボルとな

っている�本のポプラの樹がそびえ立

っています。全校児童は���人。米づく

りやデイサービスセンターでのボラン

ティアなど、地域のさまざまな世代の方

との交流を通した体験学習に全校で取

り組んでいます。

昼休み、外で元気に遊ぶ子どもたち

������日名��の�

▲ PN ク
ッキー

▼ PN いっくさん☆
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夢
に
見
る 
亡  
母 
は
い
つ
も
の
笑
顔
だ
け　
　
　

藤
本
悦
子　
　

西
原　
　

は 

は

子
に
託
し
孫
に
託
し
て
夢
を
見
る　
　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

若
い
日
の
夢
よ
も
一
度
ね
じ
を
巻
く　
　
　
　

池
田
み
つ
子　

落
合
垂
水

胸
の
奥
に
こ
わ
れ
た
夢
の
一
か
け
ら　
　
　
　

田
中
久
栄　
　

久
世

老
い
て
な
お
明
日
へ
ち
い
ち
ゃ
な
夢
を
抱
き　

横
山
和
子　
　

久
世

夢
描
き
未
来
に
生
き
る
杜
づ
く
り　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

宝
く
じ
発
表
ま
で
が
夢
の
中　
　
　
　
　
　
　

河
鳥
貞
子　
　

勝
山

親
と
子
の
夢
が
つ
ま
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

大
戸
清
美　
　

高
屋

ま
だ
生
き
て
も
っ
と
や
り
た
い
夢
が
あ
る　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

百
才
の
夢
を
目
指
し
て
意
気
燃
や
す　
　
　
　

入
江
光
水　
　

目
木

老
い
ら
く
を
プ
ラ
ス
思
考
の
夢
で
生
き　
　
　

樋
口
春
鶴　
　

鉄
山

身
の
丈
の
夢
い
っ
ぱ
い
に
生
き
て
い
る　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

夢
一
つ
ま
だ
な
か
ば
な
り
八
十
路
坂　
　
　
　

黒
瀬
千
鶴
子　

落
合
垂
水

手
に
入
れ
た
夢
に
不
平
を
言
う
て
い
る　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

夢
ひ
と
つ
書
き
た
し
て
い
る
妻
の
地
図　
　
　

菱
川
知
代
加　

一
色

Ｕ
タ
ー
ン
故
郷
に
あ
っ
た
で
か
い
夢　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

い
っ
ぱ
い
の
夢
が
膨
ら
む
母
子
手
帳　
　
　
　

妹
尾
重
美　
　

下
河
内

〈
軸
吟
〉
リ
ュ
ッ
ク
に
夢
詰
め
て
上
り
の
汽
車
に
乗
る　
　

博
子

真庭市栄養改善協議会の提供です

　・青大豆の豆腐（木綿）　��ｇ（�／�丁）
　・白玉粉　　　　　　　��ｇ
　　　青大豆のきな粉　　小さじ�弱
　　　砂糖　　　　　　　小さじ�強
　　　塩　　　　　　　　小さじ�/�
　　　きな粉（黄色）　　　小さじ�弱
　　　砂糖　　　　　　　小さじ�強
　　　塩　　　　　　　　小さじ�/�
　・黒ごま　　　　　　　小さじ�

だん ご3姉妹

　豆腐入りの白玉だんごの応用編です。
湯原地域の特産品の青大豆豆腐が入って
いるので、時間が経ってもかたくなりま
せん。青大豆豆腐は、ふつうのお豆腐よ
りも甘みがあります。

今月のレシピ
提供は

植木悦子さん
（湯原支部）

�作り方

�材料  （４人分）

A

B

選：川柳ゆばら　狩谷博子さん
��������	
��川 柳 「夢」

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
「
涙
が
出
ま
し
た

…
」
と
言
っ
て
返
却
す
る
母
と
子
、
父
と

子
、
友
情
、
青
春
、
誰
に
で
も
や
っ
て
来

る
肉
親
と
の
別
れ
、
誰
も
が
心
に
抱
え
て

い
る
が
、
言
え
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
記
し
た
作
品
。
蒜
山
図
書
館

で
も
順
番
待
ち
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
東
京
タ
ワ
ー
」

〜
オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、時
々
、オ
ト
ン
〜

リ
リ
ー   
フ
ラ
ン
キ
ー 
著

蔵書数は約��,���冊。図書カードを作れば、�冊（��日以内）

まで借りることができます。そのほか、ビデオ・ＤＶＤの貸出

しや単行本のお持ち帰りコーナーもあります。移動図書館

（本の宅急便）も完備しており、月に�度蒜山地域を回ります。

真庭市立�����
〒��������　
蒜山上長田545番地
開館時間　�：��～��：��
　（土･日　�：��～��：��）
休 館 日　月曜日、年末年始
　　　　　祝祭日（土・日の
　　　　　場合開館）

本の紹介

①白玉粉は細かく砕いておく。
②白玉粉と豆腐を合わせてよくこねる。
（少し固い時は、水を少し加える。）
③②をだんごに丸め、熱湯でゆでる。
　（浮いてきたらＯＫ）
④③を水にさらし、ザルにあげる。
⑤Ａ、Ｂをそれぞれ混ぜておく。
⑥だんごにそれぞれまぶし、串に黒ごま、
青大豆きな粉、黄きな粉の順にさす。

�１個分の栄養価
エネルギー　���ｃａｌ　
たんぱく質　�.�ｇ　脂質　�.�ｇ
カルシウム　��㎎　塩分　�ｇ
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ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
小
型
で
す
が
、
高
成
分
（
※
乳
脂

率
や
乳
タ
ン
パ
ク
率
、
無
脂
固
形
率
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

と
比
較
し
て
）
の
牛
乳
を
生
産
し
ま
す
。
現
在
、
蒜
山

酪
農
組
合
に
加
入
す
る
酪
農
家　

戸
の
う
ち　

戸
か
ら
、

５４

４３

１
日
あ
た
り
約　

㌧
が
集
乳
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新

２２

鮮
な
牛
乳
を
原
料
に
、
組
合
で
は
乳
製
品
を
製
造
し
、

集
乳
翌
日
に
は
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
昭
和　

年
に
蒜
山
地
区
に
導
入
さ

２９

れ
、
今
で
は
日
本
各
地
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
飼
育
方
法
が
異
な
る
と
牛
乳
の
味
は
異
な
っ
て
い

ま
す
。
栄
養
価
の
高
い
穀
類
を
牛
に
与
え
れ
ば
牛
乳
収

量
は
増
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ら
し

い
「 
美  
味 
し
さ
」
が
薄
れ
ま
す
。
風
味
を
保
つ
た
め
に

お 

い

は
牧
草
類
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
蒜

山
で
は
導
入
当
時
か
ら
、「
牛
乳
は
畑
（
土
地
・
牧
草
）

か
ら
搾
る
も
の
」
を
基
本
理
念
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、「
畑
」
で
あ
る
「
牧

草
が
生
育
す
る
土
壌
の
分
析
」
か
ら
「
粗
飼
料
（
牧
草
）

分
析
」
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
近
年
は
牛
の

血
液
検
査
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ら
し
い
美
味
し
さ
と
、
集
乳
し
た

翌
日
に
は
製
品
化
し
出
荷
で
き
る
新
鮮
さ
、
そ
し
て
安

全
な
乳
製
品
づ
く
り
を
、
組
合
員
一
丸
で
追
求
し
消
費

者
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

トレーサビリテ ィ システム
蒜山酪農組合では、乳製品が「いつ・
どこで・どのように」生産され流通
されたかを消費者が把握できる仕
組み（トレーサビリティシステム）
を導入。ホームページ上で公開して
いる。賞味期限をコードとして入力
することで原乳生産農家情報も分

かる。http://www.hiruraku.com

����������
お話  蒜山酪農協同組合

石倉 健一 さん   入澤 博一 さん
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■平成��年度札幌学生野球連盟リーグ戦 �／�～��
　北海道　�部リーグ優勝―
　浅井学園大学　
　市内出場者　藤井崇史（赤野）
　第��回全日本大学野球選手権大会
　出場　�／�～��　東京都
■岡山県高体連定時制通信制部
　春季大会　�／�　倉敷市
　団体戦の部優勝―高梁市立宇治高
　等学校　市内出場者　室一成（下
　中津井）第��回全国高等学校定時
　制通信制卓球大会出場　�／�～�　東京都
■����岡山県綱引選手権大会　�／�　真庭市
　重量級男子優勝－月田金太郎綱引クラブ　おおさ
　かシティ全日本選抜綱引大会出場  �/��   大阪市
■第��回中国高等学校陸上競技対校選手権大会
　�／��～��　山口県　���ｍ障害、
　����ｍリレー優勝―為本康平（台
　金屋）平成��年度全国高等学校総
　合体育大会陸上競技大会出場　
　�／�～�　大阪市
■����年度マルちゃん杯中国・四国大会　�／��　
　広島県　中学生の部�位―
　木之子中学校（井原市）　
　市内出場者　清水勇樹（久世）
　平成��年度全日本選抜少年柔道
　大会出場　�／��　東京都
■第��回全国小学生陸上競技交流大
　会岡山県代表選考会　�／� 津山市
　女子���ｍ�位－永田沙紀（久世）
　第��回全国小学生陸上競技交流大
　会出場　�／��～��　東京都
■第��回全国都道府県中学生相撲選手権大会出場
　　　　　　　　　　�／�　東京都
　　　　　　 �高島大輝（開田）
　　　　　　　　 板持尚幸（久見）�

●第�回福武文化賞･福武文化奨励賞　�／��　岡山市
　伝統文化部門―郷原漆器生産振興会
●平成��年度岡山県高等学校総合体育大会軟式野球
競技　�／�　岡山市　優勝―勝山高校軟式野球部

●サントリーカップ第��回全日本バレーボール小学
生大会・岡山県大会　�／� 岡山市　男子の部�位
落合男子ジュニアバレーボールスポーツ少年団　
女子の部�位－米来バレーボールチーム　第��回
記念小学生バレーボール中国大会　�／�～�　
　山口県
●全国ホープス卓球大会岡山県予選会　�／�　総社
市　団体戦�位－安井クラブ　

　市内出場者　山本竜也（勝山）　第��回西日本ブロ
ック卓球大会出場　�／��～��　大阪府

■第��回全国植樹祭　�／��　岐阜県
　平成��年度緑化功労者
　国土緑化推進機構理事長賞―
　小林寿満夫（勝山）

■第��回　国展（国画会展）　
　絵画部入選―山本希実（西河内）

■����ＯＨＫ杯第��回岡山県ジュニア綱引大会
　�／��　岡山市　男子ジュニアａの部優勝―スポレ
くせＪｒ綱引部　����全日本ジュニア綱引選手権
大会出場　�／��　群馬県

■第��回全日本中学ボウリング
　選手権大会岡山県予選会　�／�　
　岡山市　男子の部第�位―
　谷口周平（上河内）第��回全日本
　中学ボウリング選手権大会出場　
　�／��～��　東京都
■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏
季水泳競技大会岡山県予選会　�／�　倉敷市

　　　　　　　 標準記録突破
　　　　　　　 女子��ｍ背泳ぎ
　　　　　　　 �赤木彩乃（勝山）
　　　　　　　 男子��ｍバタフライ
　　　　　　　 中山恵太（落合垂水）�
　第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏
季水泳競技大会出場　�／��～��　東京都
■第��回中国四国学生陸上競技対校
　選手権大会　�／��～��　徳島県
　走り高跳び優勝―黒田泰行（下方）
　第��回日本学生陸上競技対校選手
　権大会出場　�／�～��　神奈川県
■第��回岡山県空手道選手権大会　
　�／��　鴨方町
　�位―柴田楓花（多田）
　第��回小・中学生全国空手道選
　手権大会出場　�／��～��　岩手県
■第��回中四国学生剣道選手権大会　�／��　愛媛
　県  第�ブロックベスト�―松岡昌範（富尾）
　第��回全日本学生剣道選手権大会出場 �／� 東京都
■第��回岡山県高等学校総合体育大会　�／�～��
　倉敷市ほか　バレーボール女子優勝―就実高校　
　市内出場者　赤木かおり（目木）平成��年度全国
高等学校総合体育大会出場　�／�～�　大阪市

※このページでは、市内で受賞・出場をされた多数の皆さんの中から、
　全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　

�
月　

日
、
第
�
回
津
黒
里
山
の
道
マ
ラ
ソ
ン

��

が
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
内
外
か
ら
約
�
�
�

人
が
参
加
し
、
ヤ
マ
セ
ミ
（
� 
㌔
）、
里
山
（
�

㌔
）、
津
黒
（　

㌔
）
の
各
コ
ー
ス
別
に
さ
さ
ゆ
り

��

館
を
出
発
。
例
年
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
高
低
差

の
あ
る
津
黒
高
原
を
走
る
大
会
で
す
が
、
今
年
は

曇
り
空
で
気
温
も
上
が
ら
ず
選
手
に
は
走
り
や
す

い
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
な
ど
の
記
念
品

す
べ
て
を
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
で

用
意
す
る
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
年
々
参
加
者
が

増
え
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

夏の津黒高原を快走

ささゆり館前を一斉にスタート（5㌔、10㌔ コース）

本
番
に
向
け
汗
を
流
す

輪をつくり、踊りに集中　�月��日

�����冊もの本が並んだ古本市

日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

　

�
月　

日
か
ら
�
月　

日
ま
で
の
毎
週
木
曜

��

��

日
、
川
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
蒜
山

上
福
田
）で 
大  
宮  
踊 
の
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
お 

み
や 

お
ど
り

練
習
は
、
�
月　

日
か
ら　

日
の
お
盆
の
間
、

��

��

蒜
山
各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
宮
踊
本
番
に
向

け
、
約
�
�
�
人
の
大
宮
踊
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
り
運
営
。
主
に
先
祖
供
養
、
子
孫

繁
栄
の
意
味
を
持
つ
大
宮
踊
に
は
、「
あ
お
い
」、

「
し
っ
し
」、「
て
ん
こ
」
の
�
つ
の
踊
り
が
あ
り

ま
す
。
練
習
で
は
、「
あ
お
い
」
と
「
し
っ
し
」

を
順
番
に
踊
り
ま
す
。
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

伴
奏
の
締
太
鼓
と
音
頭
に
合
わ
せ
、
約
�
時
間

半
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

�
月
�
日
、
�
日
の
�
日
間
、
落
合
地
区

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
落
合
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
落
合
公
民
館
を
利

用
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習

活
動
の
一
環
に
、「
学
び
」
と
の
出
会
い
や

学
習
の
発
表
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
自
主

運
営
さ
れ
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
会

場
で
は
、
落
合
地
区
で
活
動
し
て
い
る
文
化

団
体
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
川
柳
や

書
道
な
ど
の
作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
古

本
市
に
は
約
�
、
�
�
�
冊
の
本
が
集
ま

り
、
多
く
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

MANIWA ��

心のこもった手作りのメダル
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まちの話題

�／�� 藩主の館でお茶の会
門前に 椎 の巨木があるこ

しい

とから椎の木御殿と呼ば

れる旧勝山藩主、三浦氏

の館（岡）。地元で館の

保存活動を続ける椎の木

会などが、今年もお茶会

を開催。近県などから約

���人が来場しました。

�／�� 願い込めた露天風呂の日
「露天風呂の日」の行事

が、今年も湯原温泉街で

にぎやかに開催されまし

た。地元の皆さんの手で

磨き上げられた砂湯に、

地区内��の泉源から集め

たお湯が注がれ、願いが

込められました。

�／�� 水田の緑に映える紫の花
美甘地区、松本盛雄さん

（平島）の畑では、約����

株のショウブが花を咲か

せました。ショウブは松

本さんが��年ほど前から

栽培しているもの。鮮や

かな紫の花が水田の緑に

浮かび上がっていました。

�／� 消防団幹部が一堂に会して研修
真庭圏域消防団幹部団員

研修会が中和で行われ、

真庭市・新庄村の消防団

幹部��名が参加。救急法

や消防に関する講話など

�日間の研修で、幹部と

しての教養、技術、指導

方法を学びました。

�／� � 防犯ベストを着用し見守る
児童の登下校時の安全を

守り、防犯活動の推進を

図る「みまもる輪」の活

動が月田地区住民の支援

でスタート。地域の皆さ

んが揃えた黄色のベスト

を着込み、地域ぐるみで

子どもを見守ります。

夜市で商店街を元気に

伝
統
の
火 
受
け
継
ぐ

七夕飾りで彩られた商店街を盛り上げたうらじゃ踊り

　

�
月
�
日
、
久
世
地
区
の
上
・

中
・
下
町
商
店
街
で
、
七
夕
夜
市
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
商
工
会
女

性
部
久
世
エ
リ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
昔

の
よ
う
に
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻

そ
う
と
企
画
し
、
今
年
で
�
回
目
。

約
�
�
�
㍍ 
の
商
店
街
の
通
り
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
取
り
つ
け
た
七
夕

飾
り
が
彩
り
、
屋
台
を
始
め
、
夜
市

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
も
ち
投
げ
、
う
ら
じ
ゃ
踊

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
は
、
夜
市
の
風
情
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

子どもたちによってともされた伝統の火
　

�
月　

日
、 

郡 
神
社
火
祭
り
が
行
わ

こ
お
り

��

れ
、
約
千
個
の
幻
想
的
な
火
の
帯
が
田
園

地
帯
に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
火
祭
り
を

支
え
て
い
る
の
は
北
房
地
区
、
上
水
田
の

若
者
グ
ル
ー
プ
「 
郷  
親  
会 
」。
昔
、
虫
除
け

ご
う 

し
ん 

か
い

の
た
め
田
の
周
り
で
火
を
た
い
て
害
虫
駆

除
を
し
て
い
た
伝
統
行
事
を
、
昭
和　

年
��

に
火
祭
り
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。毎
年
、

年
男
、
年
女
に
あ
た
る
上
水
田
地
区
の
小

学
校
�
年
生
が
、
本
殿
の
灯
明
か
ら
採
火

し
た
火
を
点
火
し
て
い
き
ま
す
。
再
開
か

ら　

年
、
郷
親
会
の
メ
ン
バ
ー
も
代
替
わ

��
り
し
ま
し
た
が
、
郷
里
を
愛
す
る
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
、
伝
統
の
火
と
し
て
次
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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久
世
地
区
の
薬
王
寺
（
台
金
屋
）
に
あ
る

夏
を
代
表
す
る
花
、
サ
ル
ス
ベ
リ
で
す
。
白

壁
の
白
と
、
花
の
赤
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
く
目
を
引
き
ま
し
た
。

　

花
な
ど
の
植
物
を
撮
影
す
る
の
が
好
き

で
、
山
や
谷
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
花
の
咲
く
時
期
だ

ろ
う
と
花
の
あ
る
場
所
を
訪
れ
た
と
き
、
実

際
に
咲
い
て
い
る
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

「
旬
」
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

今
年
も
咲
い
て
く
れ
た
と
感
謝
の
気
持
ち
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
写
真
の
場
所
は
国
道
の
す
ぐ

そ
ば
な
の
で
す
。遠
く
ま
で
行
か
な
く
て
も
、

身
近
な
場
所
を
観
察
し
て
い
れ
ば
、
旬
に
出

会
え
る
も
の
で
す
。
季
節
の
あ
る
国
の
楽
し

み
方
は
尽
き
ま
せ
ん
。 �
�
� 

多
作
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

サ ル ス ベ リ と白壁   平成１７年 ８月 撮影
撮影者　沼田多作 さん  （台金屋）

編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　�月から開催されている夏祭り。市内各地でも多

数のイベントが催されます。盆踊りや花火大会など、

何か懐かしい気分にさせられ、心が躍ります。夏の

思い出づくり、皆さんも出かけてみませんか。 

　　

　真庭産業団地の企業を紹介させていただきました

が、市内にはほかにも企業があります。掲載はでき

ませんでしたが、市内の企業が杜市の「 賑 わい」を支
にぎ

えてくださっていることに違いはありません。 �福 

　

　編集作業が終盤に差し掛かったころ、各地から土

砂災害の報が入ってきました。わが家近くでも深夜

にゴゴッメキメキという音。危険を感じたらまず避

難、命に勝るものは何もありません。 ◯茂 


